
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南城市男女共同参画推進委員会広報 

か が や き vol.10 

 

 

南城市では男女共同参画社会の実現を目指し、「男女共同参画都市宣言」をしています。 
一、私たちは、男女(ひと)が個人としてともに尊ばれ、認めあい、それぞれの個性を生かし協力し、活力あるまちをめざします。 

一、私たちは、男女(ひと)が平等に行政・地域・団体などの意思決定の場に、参画できるまちをめざします。 

一、私たちは、男女(ひと)の人権を尊重し、健康で安心して暮らせるまちをめざします。 

一、私たちは、互いに家庭、職場、地域活動で、男女(ひと)が対等なパートナーとして能力が発揮できるまちづくりをめざします。 

一、私たちは、男女(ひと)が手をとりあい豊かな自然環境を守り、文化・国際交流の輪をひろげ、平和を愛し発信するまちをめざします。 

第 13回なんじょう輝きフェスタ開催 

 

 

 

 

令和６年２月１１日（日） 南城市役所大会議室において、「男だから女だ

からと決めつけず作っていこう男女共に輝ける社会」をテーマに第13回

なんじょう輝きフェスタを開催しました。 

今年は南城市こどものまち推進委員会と共同で開催。イベントでは、募

集した男女共同参画の標語の表彰式やバネ人間によるアトラクション、と

トークショーなどが行われました。 

会場には小さなお子さまから高齢者まで幅広い年齢層が参加し、老若

男女問わず互いに学び合う機会となりました。参加者からは『また参加し

てみたい』という声が寄せられました。参加者にとって有意義で新たな視

点や知識を提供できたと思います。今後もイベントを通じて男女共同参

画の推進と学べる機会の提供を続けていきたいと思います。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『オープニングアトラクション』 子ども達が持つ横幕を軽々と跳ぶバネ人間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「自己肯定感爆上げ⤴️可能性は無限大」を掲げてトークショーをしたバネ人間（外間友喜さん）は、「私は

自己肯定感のかたまり、自分を認めていろんなことにチャレンジしている」と語りました。 

古い考えを跳び越えよう!!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標語の表彰式で受賞作品を紹介した屋我委員長は「たくさんご応募いただ

き、ありがとうございました。ご家庭で、ひとひとりの個性がどう輝けるか

考えるきっかけになったのではないかと思います」と、作品を通した男女共

同参画の意識向上に期待を込めました。 

 

家庭では男性も家事や育児に積極的に関わりを持つことや

女性も職場や政治について自分の意見や関わりを持つこと

を進めることが大切になります。そのためには小さいころか

ら家庭や学校でのジェンダー平等についての教育を進めな

ければなりません。 

 

会場には老若男女の市民が訪れ、女性、男性、

性別にかかわらず、誰もが自分らしくそれぞれ

の個性と能力を発揮できるまちづくりを考え

るイベントとなりました。 

屋我委員長 

バネ人間と受賞者 

推進委員の葛原さん 

パネル掲示や動画を鑑賞する参加者 
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